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寛9回奈良而文化祭催し鞠

C 

第9回奈良市文化祭催し葉月
人間奇うた う

11月 河島英骨五
3自国 @⑨8a 

曲目 置と邑と開と立母方

午後7時 料金 1.500阿

[幼 盟t町同作"ご週.ください1

11月

4日圃

午後2時単

11月
10日附

11目旧

11月

13目閣

午後6時単

大阪センチュ1)-亘書量団
置要会

指揮 デビッド1¥つ工ル

曲目 フ(ンメ.ットトラEン.ベ，ッ二ト工島協費ド曲
トランベ ワイヨ)

ドボルザーク 丑・歯車8書..
桝金 1.500同

{曲 目E円同停"ご直且(I!~ い }

!A昌窃~ fJ盟国
市民文化フェスティluレー

舞踊 民認潰飢 コーラス匂ど

.，去のみ怒さんが日ごろ.廃刊され

た3S能の成果告発日慢します.

さりげ会い笑いの中に臼訴の危機をえぐり仕¥T

|劇団 東京吃電池 公演 .
演目 ち倍了Z貧血'.父さ"':;')ヌ3・3箇d

(売舗・)

出演明~ 瞬 (.1\'*拠 } 蛭ヲ筏fI:(:U!:) 

省降す (..:&) U/J' 

純金 1.500同

{円 相

二ユヨクスパジャズ

11月 í/，l盲ô.l号~~号曹ト
17日出 回回国自国

出演

午後6椅 暗軒{口ノ}

ルー 宝刀悌:;1('1':ノつス)

ルィス ナッdコト虫ぷJ
ジエァ，.，フ少冗バ時幻

自問 ロンク イエロー ロ ド

つィツジンタピ ス伝。

純金 2.000内

11月
18日目
午後1時

19B圃
午前1110

11用

22日開

午後6時単

NHKコーラスフェスティ11レ

イン白奈良 区盟国
アマチsアコ ラスグル プの

礎愛会

131公開録音 医国
民謡をたずねて
出演...明 則子恵子

怠何事契

...駒市li，6l，1: 岨 "がきに胡

氏名年鋼 電話.号(送信州にも住所氏

名l.，民謡」と奮いて1¥月 1¥日までに必.

で間文化.""1:がき l吹にひとり酌.

6穆者多数のとe1; 

奈良市美術家展
11月68関-14日附

(12.138は休館)

午前10時~午後4嶋
市中央公良鎗5階

日本両 浮扇 彫鋼 工芸 省 写真亀ど市

〈会 ⑥ 市E蹄文I~センヲー- (三条犬留守目)

...隆積...中央公民館で

〈入‘.> 1 0向 1 8~ら、市安蕗文化セニ タ ーで慨
売り開始(水竃8(休館〉
.Ml再絢(ft5H021l隊2白から劃町

2 
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r奈良市電子計算組織処理K係る個人情報の傑揮に関する条例」の鍵定κ
S基づき 市のコンピ旦 夕で処理をしている来務は下表のと"りです.

ー タンピョコ

ピンコに

.酬明柵輯色問者，-， 
醐生年嗣蹴闘軒掛
奥'闘機止.月目霊蝕異動廃止

軸酬明日制予定年月匂予
榊"図面白鎗童子楠奮闘

四極闘慰問判“'岨敏
.時間""，同省一回家制者
-..酬明日義 '同-
.iII!. .lIi!勘.柵附僻..
雌十脅制自録
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